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日本ハムグループ 新中期経営計画に関するお知らせ 

 

 日本ハムグループは、2003年4月1日から 2006年3月31日（第59期～61期）の 3 年間を、『新中期経営計

画パートⅠ』とし、事業計画を策定致しました。その概略についてお知らせ致します。 

 『新中期経営計画パートⅠ』は、「企業風土の刷新と経営改革の推進」をテーマに掲げ、お客様の視点に立った透

明性の高い経営を推進し、信頼回復を図って参ります。事業におきましては、積極的な新商品の開発により既存市

場の成長拡大を図るとともに、成長事業分野に果敢に取り組み、事業拡大を図ってまいります。 

これにより中経最終年度には、連結売上高１兆１０００億円と税引前利益３５０億円達成に挑戦します。 

                             

                          

 

 １．売上・利益目標 

  2006.3 期 対2003.3 期比 2003.3 期 

売上高 11,000 億円 120.9% 9,099 億円 

税引前利益 350 億円 263.2% 133 億円 

ＲＯＡ（税引前利益） ５％以上  2.1% 

２．設備投資・減価償却 

  今中経累計 

設備投資 800 億円 

減価償却 740 億円 

３．有利子負債の削減 

  2006．3 期 

有利子負債 400 億円 

Ｄ／Ｅレシオ      0.6 倍 

 

 【事業区分別（＊１）売り上げ目標】 

 2006.3 期 2003.3 期 

 計画 構成比 対2003.3 月期 実績 構成比 

加 工 事 業 3,620 億円 32.6% 115.2% 3,143 億円 34.3% 

食 肉 事 業 5,550 億円 49.9% 112.2% 4,947 億円 54.0% 

関 連 事 業（＊2） 1,950 億円 17.5% 181.9% 1,072 億円 11.7% 

       

売 上 合 計（調整後） 11,000 億円 100.0% 120.9% 9,099 億円 100.0% 

 

 

 

 

 

 Ⅰ 新中期経営計画パートⅠ・数値目標 

事業区分別売上高は、連結調整前純社外売上金額です。 

（＊1）2004年3月期（第59期）より、上記事業区分別にマネージメントアプローチによるオペレーティングセグメント情報として開示する予定です。 

（＊2）《関連事業》に含まれる事業は、水産事業、乳製品事業等です。 
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  企業風土の刷新と経営改革の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  風通しの良いグループ経営体制を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ 経営戦略 

１．ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの確立 

○ 経営監視と業務執行の明確化 
・ 執行役員制度の導入 
 

○ 意思決定機関の改革 
・ 取締役会の機能強化 
・ 経営戦略会議、投融資会議による

審査機能強化 
・ 執行役員会議での情報共有化 
 

○ 組織改革と委員会設置 
・ 事業組織の変更 
・ ガバナンス機能を高めるための、

各種委員会設置（コンプライアンス

委員会、危機管理委員会、報酬制

度委員会、海外戦略協議会） 
・ 管理部門の要員増による管理監査

体制の強化 

２．経営資源の全体最適配分 

○ グループ資産の有効活用による

財務体質の強化 
 

○有利子負債の圧縮と資金効率の

向上 

・ グループ資金の集中管理によ

り資金効率の向上と連結有利子

負債の削減、金融収支の改善 

 

○事業の選択と集中 

・ コア事業の強化 

・ 第４・第５の柱となる事業の育成 

（水産・乳製品） 

３．積極的な事業拡大 

○従来の事業区分を「加工事業」・

「食肉事業」・「関連事業」に分け、

戦略的な多角的企業グループへ

の志向 
 
○北米・南米・豪州・中国・アジアを主

要拠点とする世界戦略の構築とグ

ループ経営資源の有効活用 
 
 

３．グループ経営の推進 

○ グループ全体最適の経営 

○ グループシナジーの最大化 

 

 

２．お客様重視の経営 

○ グループを統括する品質保証部の強化と 

「ＯＰＥＮ品質」の推進 

○ 安全・安心で、透明性の高い開かれた食品作り 

１．コンプライアンス経営の徹底 

○ 「日本ハムグループ行動規範」の徹底により、企業風土刷新の実現 

○ 企業の長期安定を図るグループリスクマネジメント体制の確立 

 Ⅱ 経営方針 
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１．加工事業 

 営業、ハム・ソーセージ、加工食品、惣菜の４部門を「加工事業本部」に一本化したメリットを追求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．食肉事業 

  

 

 

２．食肉事業 

当社独自のインテグレーション・システムを最大限に活かした事業展開をはかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅳ 事業別基本施策 

 
食肉ファーム事業との連携により、商品付加価値を高めるなどのグループ経営資源の活用を図ります。 
また加工事業全体のインフラ整備に取り組み、シナジー効果を高める施策を推進します。トータルロジステ

ィックスの展開により、物流最適化の推進、品種統廃合、在庫削減に取り組み、競争力を高めます。 

加工事業本部 

○ 配販分離の推進 
○ 営業事業所の統廃合 
○ ブランド戦略の推進 
○ 情報発信力と市場 
  創造力の強化 
○ カテゴリーマネジメント 

の実践 

 
○ 消費者ニーズへのきめ細かな対

応と商品開発のスピードアップ 
○ 保存料除去等の推進とＰＲ 
○ 主力ブランド商品の品質アップと

販促強化によるトップブランド育成 
○ 高付加価値、新カテゴリーの商品

開発によるハムソー市場の掘り起

こし 
○ 品質保証体制の構築と安全な物

づくり推進 
 

ハム・ソーセージ事業 
 
○ チャネル別提案営業の徹底 

推進による売り場の拡大 
○ 量販店および特需特販政策の

再強化 
○ ブランド戦略推進によるギフト政

策の強化 
○ カテゴリーＮｏ．１戦略の推進 
○ 強い営業軍団を目指し、日本 

ハムグループ営業力のシナジ

ー効果追求 
○店頭などの顧客接点での販売促

進強化 

営業部門 
 
○新市場創造型新商品の開発と

投入 
○ 新規分野（米飯・麺）やサラダ市

場等への本格参入 
○ 潜在需要の高い業務用ルート

のシェアアップ 
○ 海外拠点からの市場優位性の

高い商品群の拡大 
○ 商品の安全性と高品質の確保 

加工食品事業 

 
インテグレーション・システムを運営する体制として、「国内事業」、「海外事業」、「営業・物流事業」を管轄す

る 3 事業部制とし、各事業部門が綿密に連携し、生産、処理、物流、販売まで一貫して行うことで、商品に対

する安全、安心、スピード対応という強みを最大限に活かし競争優位を確立します。 

食肉事業本部 

 
○ 東西の物流拠点を活用した食肉のＤ＋１供給

体制の確立と配販分離の推進 
○ 食肉のブランド化推進による差別優位の確立 
○ 国内ファーム及び処理工場における品質向上 
○ 安全環境対策の強化 

国内食肉事業 
 
○ 供給能力拡大によるインテグレーションシステム

の拡充 
○ 日本向けインテグレーション商品の強化 
○ 海外売上高の拡大により事業拡大を推進 
○ 地域の特性を生かしたリージョナルマネジメント

の展開 

海外食肉事業 
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３．関連事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ さらに、中央研究所と連携し、エキス事業・フリーズドライ事業の育成も図ります。 

 

 

 

 

 

 

１） 世界市場に対する全社戦略を構築し、海外事業の強化とグループ経営資源の有効活用によって、市場優

位性を高めます。 
 
２） 原料肉供給ルートの分散化によるカントリーリスクの低減とグローバルな規模でのインテグレーションシ

ステムを確立します。 
 

３） 「海外戦略協議会」を設置し、今後成長が期待できる国、地域、事業に関する戦略を構築します。 
 
４） グローバルな視点で品質保証に対する長期戦略を確立し、安全・安心を確保する品質保証体制をさらに

強化します。 
 

 

 

 海外事業戦略  Ⅴ 

 
グループの強みを生かした戦略的な多角的企業グループを目指し、水産や乳製品の事業領域を拡大

し、第４第５の事業の柱を育成します。 

関連企業本部 

 
○日本ルナ㈱ 
・ 付加価値重視の商品開発 
・ ロス低減とローコストオペ 

レーションの推進 
・ 営業体制の強化 
・ 中央研究所と共同開発によ 

る特定保健用食品の開発 
 

乳酸菌飲料事業 
 
○マリンフーズ㈱ 
・ 品質保証体制の強化 
・ 寿司ダネなどの供給体制の

整備 
・ 海外産地の開発、海外での

加工輸入体制の確立 
 

水産事業 
 
○㈱宝幸 
・ チーズ事業に経営資源を 

優先的投入 
・ チーズ製品製造体制の強化 
・ 営業体制の再構築 

乳製品事業 
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 「食と健康」「食とスポーツ」を基本テーマに、基礎研究と技術革新を通して２１世紀の日本ハムグループに

おける新規事業領域の構築を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

安全で高品質な商品・サービスを提供し、お客様の求める情報を積極的にオープンにし、開かれた 

食品づくりの実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

食物アレルギー物質検査技術 
の確立と健康志向食品の研究 

○ ｱﾚﾙｷﾞー 物質検査ｷｯﾄ「ＦＡＳＴＫＩＴ」の技術改

良研究 
○ ｱﾚﾙｹﾞﾝ除去食品，生活習慣病予防食品の開発研究 

畜産物に由来する機能性素材 
の開発及び医療用途の研究 
  （ｺﾗｰｹﾞﾝ・ﾎﾟー ｸﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ等） 

○ 機能性素材を活用したスポーツ飲料の開発研究 
○ 医療用コラーゲンの生産技術研究 

日本ハムグループの品質保証

技術の向上と新規技術の研究 
○ 全社の品質保証を技術面でバックアップ 
○ 産学共同研究体制の構築による研究の効率的推進 

 Ⅶ 信頼回復と企業イメージの向上 

  Ⅵ 研究・開発（日本ハム中央研究所） 

○お客様と直接触れ合う「オープンファクトリー（工場見学）」の実施や、ホームページでの商品情報等

の開示を進めます。 
 
○商品の信頼性を、より一層向上させるために、履歴管理システムの強化を図っていきます。 
  具体的には牛肉のトレーサビリティシステム（ＮＩＣＯＴ）など､ＩＴを活用した体制を強化します。 
 
○品質と安全規格であるＨＡＣＣＰ、ＩＳＯなどの外部認証規格の取得を進めます。 
 
 
 

ハム・ソーセージ事業部管轄工場 
 ＨＡＣＣＰ、ＩＳＯ14001の認証取得 

加工食品事業部管轄工場 
 ＨＡＣＣＰ、ＩＳＯ14001の認証取得 

惣菜事業部管轄工場 
 ＩＳＯ9001の認証取得 

食肉事業本部管轄工場 
 ＳＱＦ2000の認証取得 


